
L10ヾ 」,彫 nnn因 %■

」1彫 nη n脚 1106η8nら
′
o,ngЯ

ttah」ηヾ

彫∩nita糧 0'η ∩n30iant引 憫ηしta彰弓η
Ч Sn翻 Q鴇 α

・
ηu∩ n5anttnら %nしη∩l翻lag185n

∩蝕彫もηnl翻la30manИ n15脚 l∩ uら 3LQⅥ η影もっη彫句ヾ

mnttη anttηっ%0しⅥ∩tl」 ta Jし 350∩ 0は 彫しⅥ∩しⅥtauQmanⅥ∩15脚 関Ⅵn3Ⅵ una3ぅ∩%∩ 曇a∩ unlし∩関し∩51∩ nぅ

8oia∩ t刊 引っしta彫弓ηo Sn蹴っ蹴 に 500∩ 051② 81Sし QⅥη彫しっ38っ く視翻
』
′ υ . ,シ    ^   。                ^    , s d,          , 

、 4          レl νυ%Oつ ant¶ 刊0し しagっ Ⅵ贅っnuっ 聰 ぼ ぅoo∩ nぅ 御3匈 ∩っ%ntη ∩[1」 しau[05∩ ∩

`llg tⅥ

∩L聰 しaOqmanⅥ ∩55脚
留
し②5υ

υ 4 И υ lツ  シ | ° し ° `  l  l  'べ ¨ ^ ヽヽ     
“
,へ ど

`ξ
∩nin∩ taOn t∩ しし∩ 140く 4現 aつ u句 0∩ n an」 つくししa(aつつ0(刊 10al,刑 00Uan,tИ υ ∩ヽ∩5,し②Otau050∩ n tu視 しヽ現ηく♂聰

d'帥 °°・°° υ∩η (И η躙範an脚 500υ nη aっ 聰)5つ 渕n3υ tta∩ oし躙渕しtattn 3υo範 ∩ηttuaく ∩n句 ∩Ⅵ彫tυ Ou tし a彫∩nt%Qnu
6均 ]li`く 」っく

l」 58∩ nm〔uっ翻研 ζ£0秘∩uⅥ ηO しζbm

(れっumamm旬 15J愉 5∩ qυ翻論田an)

∩ξt」 1」翻∩
`削

し`1∩lula3Qmn14∩ 罰3、11-1曇|:子硝η∩05しし1/11」

05∩ 05u∩渕Ⅵn3Ⅵ Una810%naanυ ηく



」う彫∩nnttИnlⅥ3oお
′
010%∩ 昴ah」 nヾ

て1 ,   シ        ξ υ ",ぉ   。  。         。   、 、 _、し
'°

ヾ」i彫 ∩ηnN%1」彫∩nita翻 05n∩η903ant¶ (洲
ηLLattQη 3つnun範 1だ 、38nn,anttn3留 nしη∩ti」 ta8:85n

∩ξ口8もⅥ∩l翻lagQmanソ n15脚 l∩ 8ら3LQⅦ l彫 し句ηttQヾ

」    ^     。 ゃ d,          、 、 d              ^    υ    υ  o    И ν到,mn濶 Ⅵanttnつ %0しⅥ∩:視 taUtU53∩
`)」

彫しⅥ∩:翻 taUQmanⅥ∩55脚 脚ソ∩つⅥ00aJl∩ %naanun¶ し②関し∩51∩ o5

辱0=ant刊 引nし La彫らη8§η視つ蹴 に ina∩ ni l∩ U13し QⅧ 3彫 しつn3つく羽1」

』
′ υ  " ,ッ    ^   。                 ^     , , べ,          、 , ベ           リl νυ%。つant刊 ¶0し しa3oll贅 Q∩ Ⅵ3uぼ 5oo∩ 05 an剛 ∩っ剛ntη ∩t現 しau:85∩ ∩

`l」

彫tη ∩し現しa8QmanⅥ ∩11コ
留
し∩5u

∩01群∩しが0∩ t尚

′
tし パlχ n41な

′
l」 dつ l」 ηヾ喬

′
② ginthヾ しtaqaう no(劉η3dq,刊 001」 ぶ∩,ll′γt」号∩∩1)l∩ 8tal」。50∩ 3 ti]ι札く1」 、為f羊1」

(貿

'm°
°・°° υηη (1′ lη 躙範anttiOuυ OⅥ 00聰 )ぅっ脚Лnu碧 a∩ ntⅥ脚しtattn nυo翻 ∩n剛 1」 aく ∩n旬 ∩118tυ u蹴 もしag∩ nt%Q00

6蹴 η lλ
`。

」3ヾ

l」 ぅ彫∩an ξ■っ聰f d£ 0翻 00聰 l′NO bζbm

(飼っOmam50旬 055愉 5∩ qυJれ出an)

∩a」 1」 6∩

`粥
し1/1∩lulagQman14∩騎3、11」項1:65η ∩01しし1/11」

03∩ 01u例脚ИnらⅥ80群Oin%naパ n」 3(


